
NSAIDS不耐症

特にNSAID-induced urticaria/angioedema



アスピリン不耐症（NSAIDs不耐症）

• 気道型
• いわゆるアスピリン喘息（NSAIDs過敏喘息）

• 好酸球性鼻茸副鼻腔炎を合併し、嗅覚低下を伴う

• COX1阻害薬過敏

• 皮膚型



気道型はI型、IV型はIgEによる

皮疹型はもともと慢性じんま疹があるII型か、
それがないIII型

IV、Vは、NSAIDS不耐症ではなく、NSAIDSアレルギー



NSAIDs過敏喘息：COX1阻害薬過敏喘息

嗅覚低下は嗅神経にできた鼻茸が原因









問診

• 慢性じんま疹と喘息は高リスク



比較的安全に使用できる薬剤は，蕁麻疹では
COX-2 阻害薬のうちのメロキシカムとセレコキ
シブであり，血管性浮腫ではこれらにエトドラク
が加えられると考えられた．



NSAIDs induced urticaria/ angioedemaの
分類（世界アレルギー機構のstatement）



即時型NSAIDS 過敏反応の4分類

• N-ERD:  NSAID-exacerbated respiratory disease

• NECD: NSAID-exacerbated cutaneous disease

• NIUA: NSAID-induced urticaria/angioedema

• SNIUAA: single NSAID-induced urticaria/angioedema/anaphylaxis

アスピリン喘息

慢性じんま疹の悪化

2つ以上の別グループの薬剤に
よって生じる
じんま疹・血管性浮腫
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